
神門5号墳（市原市）
　ご　う　ど

後円部（右手）の隅に立つ神門5号墳の説明板と標柱 📹 video

https://youtu.be/csWBWX7ORAM


　　　2012年にも訪れているが、今回（2024年）再訪すると新しい説明板になっていた！



旧説明板では「いちじく形をした墳形」と記されていたが、新説明板では「纏向古墳群」の墳形と記されている/「纏向型前方後円墳」の一つということか・・・/
また、旧説明板では築造時期を「弥生時代終末期の弥生墓から古墳へ移り変わる時期」と記されていたが、新説明板では「3世紀前半」と記されている



神門5号墳が築造されたとされる3世紀前半は「古墳時代早期」ということらしい





3世紀前半に5号墳→4号墳→3号墳という時系列で築造され、その墳形は突出部（前方部）が次第に長くなり、箸墓古墳に代表される、いわゆる定形型の前方
後円墳に変化していく「定形化」のプロセスを示していると云う



正面は後円部で、右奥が前方部



左手が後円部、右手は前方部（非常に低くて短い） 📹 video

https://youtu.be/nl53tePUN8s


　　　　　前方部から後円部方向を見たところ 📹 video

https://youtu.be/ujx3zC3msao


括れ部辺りで後円部を見たところ



振り返って前方部を見たところ 📹 video

https://youtu.be/uTb4SSf0-ZY


後円部墳頂 📹 video

https://youtu.be/izByIbLrl8c


　　後円部の後方を見たところ



　　　　　振り返って前方部方向を見たところ 📹 video

https://youtu.be/sNDe1wXc4Yo


　　　　　括れ部、前方部を見下ろしたところ 📹 video

https://youtu.be/UA0FaNS0Gfk


　後円部を後ろから見たところ 📹 video

https://youtu.be/OgKiv9rDq2g


後円部の裾を左手から右手に見たところ 📹 video

https://youtu.be/_2VOD7IU5fs


右手が後円部、左手は前方部 📹 video

https://youtu.be/2aLWOC556GQ


3世紀には纏向型前方後円墳が全国に波及しているようだ/神門古墳群もその一つらしい/「高塚」とは高い墳丘墓＝古墳のこととし、それまでの
低い弥生墳丘墓とは一線を画するとした表現とお考え下さい！



畿内のいわゆる「纏向型前方後円墳」も3世紀前半に「纏向型」から「定形型」への「定形化」のプロセスが見られると云う/「纏向型前方後円墳」
は後円部径と前方部の長さの比率がほぼ2：1とされていたが、最新の知見では「定形化」をしている古墳が認められるようだ

　　　両資料共、2023年11月25日　東京フォーラム　「前方後円墳創生」の配布資料に一部（赤字）加筆

※　弥生時代中期以降に出現し、日本海沿岸に波及した「四隅突出型墳丘墓」も高塚であり、古墳と呼んで良いと思われるが、「纏向型前方後円墳」
のように倭国全体に波及してはいないということから、その時点はまだ弥生時代という括りになろうかと思われる



纏向型前方後円墳とされる秋葉山3号墳（海老名市）



　　　　前方は後円部、その手前に短い前方部があったようだが削平されてしまったらしい 📹 video

https://youtu.be/9ouIhpulCEk


　　　　　後円部の墳頂 📹 video

https://youtu.be/dh-lhrsu_m8


　こちらも纏向型前方後円墳とされる那珂八幡古墳（福岡市）の墳形図 📹 video

https://youtu.be/Uogyq96fCH8


　　　　　後円部墳頂に鎮座する那珂八幡神社 📹 video

https://youtu.be/fJ9nLKYsjvE


　　　　　現地説明会資料/新たな発掘調査によると、後円部径と前方部の長さの比率がほぼ2：1とされる纏向型前方後円墳よりも前方部が少し長い（8：5）ということらしい





「古墳時代初頭、あるいは弥生時代終末期から古墳時代初頭の過渡期の時期のもの」との言及がある/「8：5」については定形化のプロセスのものと考えることもできるかも・・・



　　　こちらも纏向型前方後円墳とされる原口古墳（筑紫野市）の墳形図/纏向型前方後円墳という感じがする！ 📹 video

https://youtu.be/wQ70opHxJIM


　後円部の墳頂にあった標柱 📹 video

https://youtu.be/la3JFdB5wWw


　　　　こちらも纏向型前方後円墳とされる双水柴山2号墳（唐津市）



　2号墳は県道の敷設により破壊されてしまったようだ



　　　旧古代の森会館（鏡公民館）（唐津市）で展示されていたジオラマ 📹 video

https://youtu.be/KM5YoYRokMY


　　　　主体部のみここに移設されていて、「双水柴山2号墳」と刻まれた標柱が立っていた



これは奴国の丘歴史資料館（春日市）のキャプション/古墳時代に「早期」が設けられ、弥生時代とは斜線で区切られている/これからすると卑弥呼は古墳時代の人物なのか！



纏向型前方後円墳という概念を、後円部径と前方部の長さの比率がほぼ2：1のものとする「狭義の纏向型前方後円墳」に拘らず、「定形化」のプロセスにあるものも含めて広義
の纏向型前方後円墳と捉えれば、弥生時代の主な墓制である周溝墓（墳丘があるものもあるようだが、遺体が目線の上に安置されるほどの高さはにはならない低墳丘墓）から
遺体を目線から大きく上に安置し求心力や結合を図る機能が付加され始める高い墳丘墓（纏向型前方後円墳/高塚、つまり古墳）に移行し（画期）、各地に波及し始める3世紀
初め頃から箸墓古墳出現までの時代は実質的には古墳時代ということになるのかもしれない！そのような考えに立てば、邪馬台国の問題も新たな切り口がありそうだが・・・
（下図は周溝墓から画期を経て、様々な古墳が築造されていくプロセスを図式化した試案）


